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大阪世界陸上ロード種目における暑さ対策サポート活動
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　強化委員会より依頼があり，大阪世界陸上におい

てロード種目（マラソン･競歩）の暑さ対策に関す

る情報提供ならびに収集を行った。

　マラソン競技においては，男女とも国際陸上競

技連盟（IAAF）が提唱するロードレースのリスク

チャート（表1）に当てはめれば，極めて過酷な暑

熱環境下でのレースであった（図1）。その環境下

で，男子3名入賞･団体金メダル，女子銅メダル･6位

入賞･団体銅メダルの成績を残した。

　また競歩種目においては，国と地域ごとのエイド

ステーションが設けられており，氷による頭部冷却

（写真1）やネッククーリングによる頚部冷却（写

真2），冷却作用があると思われるヘアーバンドの

使用（写真3）が確認された。したがって以後の暑

さ対策には，給水に加え，蒸発，伝導，対流，輻射

の機序を利用した方法を講ずる必要があろう。

表１．ロードレースのリスクチャート（IAAF、1998）
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図１．大阪世界陸上マラソン時のWBGT


